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i はじめに

小う定期業の立地選定の条件は，小売商屈の分布に強く反映するため，その分布様式の研究によ

らかに立ると考えられる。そこで本論文では，弘前市の小売商業の現状を把握したうえで，

がどのように分布しているのか，各業種別商応の分布械式安明らかにすることを目的と

した。そしてさらに理解を深めるために，小売商!苫の分布はどのよう

前の小売商脂の分市と比較してその変化を調べた。

してきたのか， 10年

うえから，

その分布に影轡投与えていると考えられる都市構造，特に既成期諾鰐の舵鰹，人口増加の分布，

その商品の属性などの事象をとりあげて考察した。対象とした小売務としては， どの都市にお

いても樹脂数が比較的多く，一般に都市の中でよく見ることのできる家具菓子自・金物府・

-食料品窟・青果f苫・精肉f吉・電気活・洋芸能吉の 11 IJV楚商脂を選定

した3

2 調

ける各業種別小売商届の分布図を作成した。その基本資料としては，昭和 53

3地司市住宅地図を用い，商)古の位置を地関上にあらわした。次に弘前市の

都市内部を出街地形成における発達段階と同心円的な都市構造の観点から，都心喪中心として地

域区分をした。 30婦が土手町に集中しているこ止から，

5∞ mごとにA・B・C・D.Eの 5地区に区分し，各業種について総曙忠数を 100として名地

区ごとの割合悲算出した。そうして中心から1，∞Om以内には主な商岩務地域が含ま札てお仏弘前
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集中性が高い商自であるとみなしても妥当ではないかと考えた。この分類方法によって第1

り，食料品庖・電気高・金物庖・灘精肉居者全般に分結滞式を示す分散型の商脂とし，

-菓子出・青果出・呉服感・洋報!吾・家具忠を集中性の強い集中型の寓1苫と分類した。

襲 小売商自分布の特犠

1 )分散型の商庖

分散型の各業穂郡高1;5の地区別割合は第 1顕に示した。一較に分散型の閥!おま諮費者がそ

居の最寄りの1;5で購入するいわ珍る最

寄品を扱っている閥f告が多く，近隣の

消費者を対象とすることから広く分奇

する特識がある。商品の髄段が割合に

安い生活必需品が多く，規則的，継続

的に清費し，一般に歩量づっ購入する

購入頻度の高い高品を扱う日用品窓議

が多い。一般に閥腐の立場は市場とし

て最適地接指向することか

度の高い街蕗に集中する。最寄品を扱

う樹脂は主に近隣住民の需要に侠J存す

るので都市の発展による人口の郊外拡

{場

40 

30 

第1~草 分散型鴎庖の地区別割合

A B C D E (地誌)

散に対応、して，これらの商胞の読成鶏詰街への集中は持搭し，新しい生宅建械への進出が活発ι

なる。そのため分散型の高症はD.E地臣においても高い割合を示しており，市街地の拡大に最

も敏感に対応しているのは食料品屈で島ることがわかる。言葉たA地区に立場している商脂は，近

隣住民の需要に応えるだけではなく，既成商岩脅に集来する顧客のついで買いに依寄するもので

みる。

酒・調嚇寺・缶詰績を取り扱う商惑は商品の劣化主流較的遅く， しかも商胞に重量物があるの

で，配達サーピスもあって，その分部地業種に比べてより分髄付島り，住宅地域内に分散し

て単独で立地している傾向がうかがえる。このような日常食料品を扱う荷庖としては食料品宿・

癌宕・精肉庖がみげられ， 日用雑持品を扱う荷腐としては金物自・電気践があげられる。

は価格が高い電気製品も扱うが，詑較的小さな薦惑が多く，近隣往民の電気製品の修理などをす

ることから分散的な額向となっているQ

2)集中型の街庖

集中型の各業種別商癌の地区別割合法第2閣に示した。一毅に集中型の商高は，諸費者が何軒

かの庖で品賞・ヂザイン・錨絡などを調べて選択購入する買廻品を扱っている商広が多く，既成

立



の中心商庖街に集中して分布しているとい

う特徴がある。中心商成街は， 時中高志禽 (鎗

1地代を支払い顧客を吸引するか，ま

たは少ない地代を支払い広告に多くの費用

じて顧客を吸引するかの 2つがある。

前者は集中型の商庖に見られるもので、あり，

-呉E昆主にζの額向が強く l坪程変の小売1主

ι群る寝間人口の分布に しており，従

て清費者の欝寅頻疫の低い不特定多数の

顧客を対象とし，商品の値段が高いので，

時には慎重に比較・検討をするこ

とになる買廼品庖舗が多く

なる。

期症の立地選定には，長野なま地に対し

ことに

2密 集中型高自の地思別割合
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し，中心商自衛との結びつさぎが強

いζ とがわかる。

か寄果は腐敗性の強い商品であり，その販売は商品の劣化長防ぎ，商品価鐘吾維持する

ため心需要・供給の相殺が短時間で

確保できる場所を選定する。その佑に

自己消費・接客用・贈答患など多様悲

消費艶途者持つ高品の性質から，

rrs.青果出は不特定多数の歩行者人口
にも依存するので，入通りの多い期f宙

街などに集まる傾向があるといえる。

家具胞は し，かつ陳列する

ために大なな面積安必要とするため，

高い地代者支払う務宿衝の中心よちも，

喬f苫倍の末壊に立地する傾向がまちり 30

従ってここでは路地区に多く分布して

いる。

N IJ涜商脂分布の変化

ここでは小指荷脂の分布様式の変化

を明らかにするため， 10年揺の分布吾
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調べ比較した。また一般に小売商胞の分布を規定する最も基本的な要素は，居住人口の分布であ

ると考えられるわで，弘前者における人口分布の変化を調べその関諜を険討した。調査方法は前

項と同様であり，討象として詰，それぞ札の分布パターンの中から最も特徴惑とよく示している食

料品胞と洋報胞をとりあげた。その地区別商!定数の変化は第3閣に示した。

弘前車の人口動向を克ると，市内中心部のA'B地Eまでは人口減少の頃向に島り，題辺のO'

E培涯の新市鯖捕と呼ばれる地区では人口増加の(頃向が認められる。弘前市の人口分布は鞍住分

離の傾向をたどりながら，いわゆる人口のド…ナツ現象を強めていることがわかる。

以上のCとから，分散型の商である食料品j吉は， A. B地区では商活数の変化はあまりなく，

C ・O.E地冒となるにしたがって増加しており，特に丘地区での増加が著しく，これは人口増

加地域と一致している。このことは人口の捧持拡教の傾向ι伴って，分散型の商底は市街地の拡

大を追い駈ける状態で増加しているということがいえる。市街地の拡大に最も敏感に対応してい

るのは金料品痛の分布であると考えられ，分散型の詞f;5はこ1もからも人口の郊外への拡大に伴い，

分散化が高まり革大していくものと考えられる。

集中型の荷庖である洋競!苫は，各地区とも増加の傾向を示し，人口の拡散に伴いO'E地区で

も増加しているが，特にA地区T の増加が顕著である。これは集中型の商岩は一志市街地の拡大

に対応し増加するが， 中心商癌梼など既成の商岩街の多い地誌で集中の度合いさと高めていること

がいえる。乙れからも市街地の拡大により周辺部でも多少増加するが，市街地の中心部に多く

中して，塁間人口に依存する期届密に境制される傾向があると考えら札る。

V まとめ

弘酷市における小売商!苫の分布についてその特徴を明らかにするために.11業種の小売高指に

ついて調杏いその結果分散型の商庖と集中型の商岩に分類することができた。しかし，以上の

ような額向は弘前市という特定器市での例であり，土手町という中心言雪崩簡を中心とした同心円

的立都市構造とみ悲して考察したものであるQ 中心構庖禽が 2つ以上ある都市や，中心高岩街の

られない都市，地形との関保から同心円的な都市構造でない都市などの場合には適さない。

そのため小売商脂分荷の…般化をすすめていくためには， さらに従業者数・年問販売額・

積・通行者数など強要素との関連や，多くの類似都市との比較・検討を種み重ねていかなけ札ば

ならない。

本論文をまとめるにあたって，横山先生，水野先生からは御指導 a御助言をいただき，

前市設所全両現都高計画課の方々からは資料提供の捷宜を計っていただきました。ここに深く

感謝いたします。
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